
令和５年度

幼保小架け橋プログラムに関する調査研究事業

中間報告会資料 ～横浜市

こども青少年局保育・教育支援課幼保小連携担当



報告の流れ

1

①架け橋期プログラムに取り組む市の現況

②架け橋期カリキュラムの概要及び作成プロセス

③教師の指導・援助及び子どもの学びの変化

④次年度以降の展望
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種
別

小学校
・義務教
育学校

特別支援
学校

幼保連携型
こども園

幼稚園型認
定こども園

私立
幼稚園

市立
保育所

民間
保育所 その他

数 338 13 49 15 223 58 806 約
300

公立幼稚園０ 合計約1800施設 （R５.4.1時点）

施設数

人口約377万人

多様な

環境・地域性・ニーズ

①架け橋期プログラムに取り組む市の概況



・大都市ならではの多様な取組

・幼保小連携を大切にしてきた歴史と

先行研究の豊富さ

・時代を切り拓く精神、豊かな創造性をもつ風土

3

生かしたい横浜の強み
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幼保小連携に関する歴史ある取組

昭和59年～（現在） 幼保小教育連携研修会開始

昭和59年～（現在） 幼保小教育交流事業＜①18区ごとに毎年実施＞

平成７年～（現在） 幼保小連携推進地区事業開始（3年間指定）

＜②幼保小ブロック３６地区で実施＞

平成31年～（現在） 接続期カリキュラム研究推進地区事業開始

＜③幼保小ブロック４地区で実施＞
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様々な研究・研修事業



②架け橋期カリキュラムの概要及び作成プロセス

6

カリキュラム作成の方向性

架け橋プログラムにおいて目指すことは、

規模や多様性を超えて、「安心」と「探究」を大切に

「今と未来を生きる子どもをともに育む」

「それぞれの学校、園が、今あるカリキュラムを架け
橋の視点で見直し、運営・改善しながらリ・デザイン※

する」ことを目指す ※現在運用されているものを、さらに「最適化」する解



「それぞれの学校、園が、今あるカリキュラムを架け橋の視点で
見直し、運営・改善しながらリ・デザインする」

第1段階・・・

「園と学校との対話を充実させる」

第2段階・・・

「対話が充実し保育・教育に生かされるよう促す」

第3段階・・・

「保育・教育への反映を持続可能とするよう支える。

カリキュラム作成に向けた手立て
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第1段階・・・ 「園と学校との対話を充実させる」

 子どもの姿で語り合い、共通点やつながりに気付く 「観（特に子ども観）の共有」

 実際の保育・教育に生かすことが、子どもの育ちを支える上で有効だと実感する

 ５歳児と１年生だけでなく、園全体、学校全体に相互理解と協働の意識が広がる

 実践したことを再度持ち寄って交流する、というサイクルが生まれる 等

そのために・・・「視点」と「ツール」を提供する

カリキュラム作成に向けた手立て



どうする「対話の充実」

9

〇対話の「視点」を提供

小学校の若手教諭が、グループのファシリテー
ターを行うとしたら？と想定
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方策１ ６つの「話題」を提示
大人が「具体的な子どもの姿」を基に対話し、「子ども観」や「支援の在り

方」を共有していくために・・・。（開発会議）



〇対話の「ツール」を提供

・職員交流の場面が事務的な打ち合わせに終始しないよ
うにしたい・・・

・子どもの姿で語り合い、シートに書いたり貼ったりして
見える化することで、共通して意識することや、相違点を
はっきりできないか・・・

11

方策２

架け橋カリキュラムデザインシートを作成し、各幼保小連携地区の研修等で
の活用を促す

カリキュラム作成に向けた手立て

開発会議
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研修における対話のツール
として 『Let’s talk 
about our 架け橋プログ
ラム＠ヨコハマ』を発行
（R5.4月）

架け橋プログラムリーフレットで対話を促す



第2段階・・・

「対話が充実し保育・教育に生かされるよう促す」

・環境を見直し整備することにつながる

・これまでも行っていた活動の見直しを図る

・様々な情報から、それぞれの幼保小連携地区の

実情に合った取組を取り入れる 等

14

カリキュラム作成に向けた手立て



〇対話の充実による発見や共有が、実際の保育・教育に生かされるために

情報発信 ： 「架け橋プログラムだより」 事例発信 バナーの提供

研修会 ： スタカリ公開授業研・保育参観 各種研修会

具体的支援 ： 幼保小連携ブロック研修会での助言
15

方策３

様々な情報発信や研修会の開催

各幼保小連携地区の取組への具体的な支援

カリキュラム作成に向けた手立て
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架け橋プログラムだより

カリキュラム作成に向けた手立て
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公開授業研究会・保育参観

カリキュラム作成に向けた手立て

こんなふうに園訪問を
させてもらいましょう

こんな対話を
してほしいです

内容、方法ともに発信



〇実際の保育・教育に生かされるために

・１年生担任が、児童に「園ではどうしていた？」と問いかけながら。

・園での活動の経験をリサーチしながら。

18

方策４

「１年生の学習指導案に、児童の実態として園での経験等を記入する」

～小学校教育研究会、小学校長会等へ説明・依頼

カリキュラム作成に向けた手立て



②架け橋期カリキュラムの概要及び作成プロセス

実際に指導案に記入した学校からの声

〇担任が活動を考えたり、子どもを見取ったりしていく中で、「園に聞いてみ
よう」と思えるようになってきた。

〇導入において、「園ではどうだった？」という声掛けを行い、子どもたちの
園での経験から授業の構成を考えたり、身に付けたい資質・能力が明確に
なったりといった変化が見られた。

〇実際に、記述する上では、園の先生方に話を聴くプロセスを経ることで、支
援や手立てがどうだったか、学ぶ機会になっています。生活科や学級活動な
ど、やらせっぱなしにならないように意識を高める機会にしています。

21



第3段階・・・

「保育・教育への反映を持続可能とするよう支える。

〇『見える化』と『運営・改善』をサポートする。

『見える化』→組織として持続可能となる。

『運営・改善』→「つくって終わり」とせず、実効性のあるカリ

キュラムとするため、園・校のカリキュラムマネジ

メントを支援する。
22

カリキュラム作成に向けた手立て



〇日々の保育・教育への反映を「見える化」するために

・あくまでも「参考例」として提示し、自園・校に合わせた活用を促す

・横浜版接続期カリキュラム・令和６年度改訂版による発信

23

方策５ （令和５年度後半～６年度）

推進地区のカリキュラム作成例等による「参考例」の提示

カリキュラム作成に向けた手立て
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参考例１「日案」
カリキュラム作成に向けた手立て
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参考例２
「足跡カリキュラム」

カリキュラム作成に向けた手立て
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カリキュラムの改善（一例）

園 小学校（4月）
視覚支援ツール

園 小学校（4月）
みんなでの活動の経験

ウェビングマップ サークルタイム・グループゲーム

生活科
教科等における

工夫
保育実践



〇日々の保育・教育への反映を「持続可能」とするために

・報告会について・・・地区同士の情報交換の場

・HPでの紹介・・・報告書の紹介

【区を単位とした推進地区】 【学校区を単位とした推進地区】
①幼保小教育交流事業

29

方策６

横浜市の幼保小連携推進（３種の地区）の一層の充実

カリキュラム作成に向けた手立て

②
幼保小
連携推進地区
（R5 32地区）

③
接続期カリキュラム研
究推進地区
（R5 4地区）

18区がさらにブロックに分かれて



③教師の指導・援助及び子どもの学びの変化

30

事例①

互恵性のある交流活動を支える職員間の連携
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もっと、交流の質を高めていこう！

子どもの育ちへの
願いの共有

交流やめあての確認

子どもの気付き
や発見、育ちの

共有

次の交流の
めあてへ…

安心して関わり合う関係性を築くことへ…

園児との関係は、1年生が「し
てあげる」のではなく、仲良し
だからだいじにしたいと思い合
うことだと気付きました。

仲良しの友達がいる、学校
のことを知っているというこ
とで、小学校に入学するの
がとても楽しみになってきた
ようです。

５歳児と公園で出会うことを
きっかけに、もっと仲良くなりた
いと活動が広がることを期待
します。

１年生と一緒に遊んだり、
小学校のことを聞いてみた
りすることで小学校が身近
になるとうれしいです。

名前を呼び合える関係に
なりたいですね。

「仲良しの○○くんに、次
は保育園のことも伝えた
い！どうやったら伝わるか
な」と計画しています。

たくさんのことを教えてくれた
り、マラソン大会の応援をして
くれたり、１年生ってすごいな、
という声が多く聞かれました。

５歳児の方から話しかけてく
れたり、走るのが速かったり
と、「すごい」と感じ、仲良し
の友達という意識が育ってき
たようです。

1学年担任 5歳児担任



③教師の指導・援助及び子どもの学びの変化

32

色水遊びに入る前に保育園
での経験や、使用した材料
等をリサーチ（１年）

事例②



③教師の指導・援助及び子どもの学びの変化

33

小学校からのアプローチを
きっかけに、豊かな活動が生
まれる（５歳児）

事例③



④次年度以降の展望

方策５、方策６の重点実施

34

方策６

横浜市の幼保小連携推進（３種の地区）の一層の充実

方策５ （令和５年度後半～６年度）

推進地区のカリキュラム作成例等による「参考例」の提示

「架け橋プログラム」に焦点を当てた実践事例集の刊行

「横浜版接続期カリキュラム『育ちと学びをつなぐ』 令和５年度改訂版」策定
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